
 

 

 

思いを重ね 積み上げる 
「長い方が取りやすいから、長いしっぽを作ろう。」  

「取られた人がかわいそうだから、しっぽは２本がいいよ。」  

「しっぽは、何で作ればいいかなあ…。」  

 子どもたちは、運動遊びを繰り返しながら試行錯誤を重ね、そこから主体的

な会話が自然と生まれてきます。自分の思いだけではなく、友だちの立場も考

え、みんなが楽しく運動するにはどうしたらいいのか、みんなで考えていきま

す。一人ひとりの思いを重ね、それを少しずつ積み重ねながらひとつの競技が

創り上げられます。  

大人が考えたような見栄えのあるスマートなものではないかもしれません

が、その中には子どもたちの意欲や主体性、思いやりや仲間意識がたくさん詰

まっています。前向きでひたむきな願いがこもっています。  

 

今年度よりタブレットが全職員に支給され、動画等を撮影したものをすぐに

観ることができる環境を町の方で整えてくださいました。ソーラン節等表現遊

びでは、練習後にこの環境を活用して、自分たちの演技を見直しています。  

「何か気がついたことは、ありますか？」  

と担任が学年全体に問いかけると、気持ちのいい  

くらいたくさんの手が挙がります。  

「〇〇ちゃんの手の動きがかっこよかった。」  

「寄幼稚園の子は、一緒にやるのが初めてなのに、とっても上手だった。」  

「松田幼稚園の子も、とっても上手だったよ。」  

それぞれの良さを認め合いながら、とても

あたたかい雰囲気の中で主体的、対話的な

話し合いが行われ、その前向きであたたか

い心が学びを深めていました。  

 その結果、子どもたち一人ひとりの思い

の詰まった演技が完成しました。運動会本

番では今まで積み上げてきたそれぞれの

思いを精一杯表現してくれると思います。 

 

 寄幼稚園の子どもたちと共に活動する

ことで生まれた新しい気づきや思いを大

切に重ねながら、運動会本番を迎えること

ができます。それぞれの演技の中から、子

どもたちの熱意や思いやり、笑顔や友情な

どたくさんのものを感じ取っていただけ

ているとうれしいです。  
 

チームワークの勝利  
遅くなりましたが、夏季休業中の

環境整備作業、本当にありがとうご

ざいました。おかげさまで、園の環

境は見違えるほどきれいになりまし

た。ジャングルのようだった園の脇

の側溝も、畑も園庭もグラウンドも

見事に整えられ、おかげさまで気持

ちよく 2 学期を迎えることができま

した。  

標題にはあえて「勝利」という言

葉を使わせていただきました。保護

者の方々の連係プレーは正に勝利と

表現するにふさわしいものでした。

私たち職員はこの勝利を大切に子ど

もたちの勝利につなげていきます。  

 今後とも保護者の皆様も含めたチ

ーム松幼で、力を合わせていきたい

と思います。  


